魚津市小中学校の規模適正化基本計画
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第１章　学校規模適正化の経過
　　
１　魚津市学校教育審議会の答申（平成１８年１２月）
魚津市教育委員会は、少子化の影響により児童数が減少し、その教育上の影響が問題視される中、小中学校の規模適正化について審議するため、平成１７年６月に魚津市学校教育審議会を設置し、「小中学校の規模の適正化と適正配置並びに通学区域の合理化」について諮問し、平成１８年１２月に答申を受けました。

答申の内容は次のとおりです。
（1）魚津市の小中学校における適正規模として
小学校では、少なくても１学年２学級程度、中学校では１学年各４学級程度とする。
（2）複式学級の解消のため
松倉小学校と坪野小学校を統合する。
（3）道路状況の変化に対応するため通学区域の見直しを行う。　　　
①本江小学校→大町小学校（通学時間・距離）

②道下小→経田小学校（通学時間・距離）

③吉島小学校→村木小学校（通学時間・距離・道路事情）

④本江小学校→上野方小学校（通学時間・距離）

⑤その他の一部校区の見直し

（4）統廃合について

　　　次の学校で統合を実施する。
①松倉小、坪野小、上中島小、住吉小（一部）→新設校

②大町小、村木小、住吉小（一部）→新設校

③西布施小、吉島地区（一部）、天神地区（一部）、経田地区（一部）→新設校

（5）特認校制度の導入

　　　片貝小学校に小規模校入学特別認可制度（特認校制度）を導入する。
　　　
この答申を受け、魚津市教育委員会では平成１９年６月から７月に、学校規模適正化と通学区域の合理化について地区説明会を開催し、学校規模適正化に関する問題を含め地域の問題等について幅広く意見を伺いました。
新設校設置による地域の分断の問題、通学区域の見直しによる学校区と地区のずれの問題、学校の移転や廃校による過疎化進行の危惧、地域振興の問題、依然として残る児童数不均衡の問題、特認校制度の問題が、地区説明会での主な意見となっています。
２　魚津市小中学校の規模の適正化に関する素案（平成２０年３月）
魚津市教育委員会では、「小中学校の規模の適正化と適正配置並びに通学区域の合理化についての答申」について各地区説明会での地域住民の意見や各単位ＰＴＡとの意見交換会での保護者の意見を十分尊重し、学校規模適正化に向けて、平成２０年３月に「魚津市小中学校の規模の適正化に関する素案」を策定しました。

　素案では、地区を分断しないという考え方を基本とし、適正化の枠組みを見直すとともに計画年度を記載しました。その内容は、以下のとおりです。

　　

（1）小学校の適正規模

　　　小学校の適正規模は１学年２学級以上で、１学級２５名から３５名くらいが適当であると考える。

（2）統合の検討対象校

①統合の検討対象校は、現在６学級未満、将来６学級未満が予想される小学校とする。
②地理的な条件により、１学年２学級を確保できない場合でも、１学級の人数は少なくとも２５名が望ましいと考える。
（3）適正化の年度計画
（平成２２年度）
・早急な複式学級解消のため平成２２年度に坪野小学校を松倉小学校に統合する。

・松倉小学校と片貝小学校において平成２２年度より特認校制度を導入する。
（平成２５年度～３５年度）
・松倉・坪野小学校と上中島小学校、住吉小学校を統合する。（統合小学校の設置）　　　

・西布施地区と天神地区を併せて統合小学校を設置する。

・大町小学校と村木小学校を統合する。

（将来に渡る見直し）
・片貝小学校を吉島小学校に統合する。

・上野方小学校を本江小学校に統合する。
　　

３  素案についての地区説明会（平成２０年６月～７月）
魚津市教育委員会では、平成２０年６月から７月に、「魚津市の小中学校の規模の適正化に関する素案」について地区説明会を開催しました。

素案に対する地区の意見を集約するため、地区ごとに検討委員会を組織していただき意見を文書で提出していただくこととしました。

各地区では、素案に関する意見を検討され、１２地区から意見書または要望書として提出されています。地区からの意見としては、素案について賛成若しくは概ね異論なしが半数以上あります。地区によっては依然として単独校へのこだわりが強く残っている地区もありますが、少子化の進行により適正化が必要であるということについて徐々に理解が得られるようになってきています。

　第２章　魚津市立小中学校の現状

１　小学校の児童数の推移（昭和51年度～平成21年度）
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魚津市立小学校の児童数は、
昭和56年度のピーク時（第２次
ベビーブーム）に比べて、小学校で5,258名から平成21年度の2,398名（約△54％）と大きく減少しています。学校数は13校と同数で、この間統廃合等は行われていません。学級数は昭和56年度の小学校学級数171学級（普通学級と特別学級の合計）に対して、平成７年度には120学級、平成21年度には106学級になっています。結果として小学校の小規模化が進行し、かつて１校あたり400人程度（約31名／学級）だった児童数は、今は、約180人弱（約23名／学級）までに減少しています。全国平均の１校あたり312人の状況と比較すると、当市の小学校においては、著しく小規模化が進行しているといえます。
魚津市小学校児童数・学級数推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、級）
	年　度
	昭和51
	昭和56
	昭和60
	平成２
	平成７
	平成12
	平成21

	児童数
	4,670
	5,258
	4,664
	3,411
	2,926
	2,500
	2,398

	学級数
	158
	171
	150
	129
	120
	112
	106


２　小学校別の児童数・学級数の推移（昭和56年度と平成21年度比較）
	学校名
	児童数（人）
	学級数（普通）
	人数/学年

	
	昭56
	平21
	昭56
	平21
	

	大　町
	627
	141
	19
	6
	23.5

.0

	村　木
	553
	111
	17
	6
	18.5

	住　吉
	307
	122
	12
	6
	20.3

	上中島
	175
	75
	7
	6
	12.5

	松　倉
	81
	58
	6
	5
	9.7

	上野方
	288
	165
	11
	6
	27.5

	本　江
	853
	408
	23
	14
	68.0

	片　貝
	112
	69
	7
	6
	11.5

	吉　島
	910
	559
	24
	18
	93.2

	道　下
	584
	351
	18
	13
	58.5

	経　田
	569
	262
	16
	11
	43.7

	坪　野
	35
	13
	3
	3
	2.2

	西布施
	161
	64
	7
	6
	10.7

	白　倉
	3
	
	2
	-
	-

	合　計
	5,258
	2,398
	171
	106
	22.6


　各小学校別（昭和56年度と平成21年度を比較）でみてみると、児童数の著しい減少傾向がみられたのは、村木小学校が553名から111名と442名の減（△80％）、大町小学校が627名から141名と486名の減（△78％）、坪野小学校が35名から13名へと22名の減（△63％）、住吉小学校が307名から122名へと185名の減（△60％）、西布施学校が161名から64名へと97名の減（△60％）、上中島小学校が175名から75名へと100名の減（△57％）となっています。
３　中学校の生徒数の推移（昭和51年度～平成21年度）
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　魚津市立中学校の生徒数は、昭和61年度のピーク時（第２次ベビーブーム）に比べて、中学校で2,687名から平成21年度の1,222名（約△55％）に大きく減少しています。学校数は２校と同数で、この間統廃合等は行われていません。学級数も昭和61年度の学級数64学級に対して、平成７年度には47学級、平成21年度には34学級となっています。かつて１校あたり1,300人程度だった生徒数は、今は600人程度（約36名／学級）となっていますが、中学校については適正規模といえます。

魚津市中学校生徒数・学級数推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、級）
	年　度
	昭和51
	昭和56
	昭和61
	平成２
	平成７
	平成12
	平成21

	生徒数
	2,056
	2,325
	2,687
	2,201
	1,640
	1,424
	1,222

	学級数
	54
	57
	64
	58
	47
	41
	34


４　中学校別の生徒数・学級数の推移（昭和61年度と平成21年度比較）
	学校名
	生徒数（人）
	学級数（普通）
	人数/
学級数

	
	昭61
	平21　18
	昭61
	平21
	

	西　部
	1,491
	572
	35
	17
	33.6

	東　部

　部
	1,196
	650
	29
	18
	36.1

	合　計
	2,687
	1,222
	64
	34
	35.9


各中学校別（昭和61年度と平成21年度を比較）でみてみると、生徒数の著しい減少傾向がみられたのは、西部中学校が1,491名から572名へと919名の減（△62％）、東部中学校が1,196名から650名へと546名の減（△46％）となっています。

５　小中学校の学校規模

　魚津市の平均学校規模の推移をみると、小学校では昭和56年度に１校平均12.2学級であったものが、平成７年度には平均9.2学級に減少し、平成21年度では平均8.2学級と減少してきています。中学校では昭和61年度の平均32学級から減少を続け、平成21年度では17学級となっています。
　学校規模については、小学校は学校教育法施行規則第17条（第55条で中学校に準用）において「小学校の学級数は12学級以上18学級以下を標準とする。」としています。また、文部省助成課（昭和59年）資料「これからの学校施設づくり」のなかで、学校の基本的条件を充たすための指標として学校規模を学級数別に次のとおり分類し、12学級以上18学級以下を適正規模としています。

魚津市の小中学校の学校規模（平成２１年度）

	学校規模
	過小規模
	小規模
	統合の場合の適正規模
	大規模
	過大規模

	
	
	
	適正規模
	
	
	

	学級数
	１～５
	６～１１
	１２～１８
	１９～２４
	２５～３０
	３１以上

	小学校
	坪野小学校

松倉小学校
	大町小学校

村木小学校

住吉小学校

上中島小学校

上野方小学校

片貝小学校

経田小学校

西布施小学校
	本江小学校

道下小学校

吉島小学校
	
	
	

	中学校
	
	
	西部中学校

東部中学校
	
	
	


　市内の小学校をこの分類により区分すると、平成21年度では適正規模校が３校で、８校が小規模校、２校が過小規模校となっています。

　中学校は、２校とも適正規模校となっています。

６　通学区域
（1）通学区域

通学区域については、学校教育法施行令第５条第２項において、「市町村の教育委員

会は、当該市町村の設置する小学校又は中学校が２校以上ある場合においては、入学期日の通知において当該就学予定者の就学すべき小学校又は中学校を指定しなければならない。」と規定しており、あらかじめ通学区域を定め、これを基に学校の指定が行われています。

　　　魚津市においても、通学区域を「魚津市立小中学校通学区域設定規則」（平成10年

4月1日教育委員会規則第２号）で規定しています。

　　　小学校の通学区域としては、住吉、上中島、上野方、片貝、道下、経田、西布施の

各学校は、旧各村の区域がそれぞれの通学区域となっており、大町、村木、松倉、坪

野、本江、吉島の各小学校では旧町、旧村の内外において区域を設けています。

（2）通学区域の状況

① 通学距離

　通学距離については、文部科学省が全国一律の基準として小学校はおおむね４㎞
以内、中学校ではおおむね６㎞以内（「義務教育諸学校施設費国庫負担施行令」によ
る学校の統廃合を行う際の適正な条件）と定めていますが、当市においては概ねこ
の範囲内の通学区域となっています。

　　　　スクールバスの運行については、片貝小学校、西部中学校（坪野・上中島方面）、

東部中学校（西布施方面）で実施しています。

2 通学の安全、時間

小学校ではほとんどの学校が集団登下校しており、子どもたちの通学の安全性が図られています。

幹線道路（国道、県道）や鉄道で分断されている通学区域が存在し、遠距離にお
ける通学時間は小学生低学年では、１時間以上かかるところもあります。
3 地域との関係

通学区域と地域との関係では、大町、村木、住吉、上中島、上野方、本江、片貝、道下、西布施の各小学校は通学区域（学校区域）と地区がほぼ一致している。松倉地区は坪野と松倉の２小学校区域です。

吉島小学校の通学区域は加積地区（旧加積村）、天神地区（旧天神村）、経田地区（旧経田村）の３地区にまたがっています。
７　小中学校の学校施設の状況について
阪神・淡路大震災以降、国においては子どもたちの安全対策として、学校の耐震補強を重要政策として打ち出しています。
　（1）市立小中学校の耐震化状況について

　　　魚津市には、小学校が１３校、中学校が２校あります。魚津市の小中学校は、昭和３０年代後半から鉄筋化へと改築が進められてきました。当市の学校施設は鉄筋化が早期になされたこともあり、昭和５６年以前の旧耐震構造の校舎が多く、平成２１年４月１日の耐震化率は51.7％と耐震化が遅れている状況です。

　　　施設の補強を行うには多額な費用を要します。また、当市の財政事情も厳しい状況であります。このことから、学校施設の耐震補強については、学校規模適正化計画を充分に考慮し計画的に進めていかなければなりません。

第３章　今後の児童・生徒数の推移

１　今後の児童数の推移（平成21年度～平成27年度）
今後６年間の小学校の児童数を現在の住民登録を基に予測すると、児童数は市全体で9％減少します。校区によっては、著しく減少する校区が見られます。また、増加する校区もあります。

平成21年5月現在（人）
	学校名
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度
	27年度
	増減
	減割合

	大町
	141
	130
	116
	108
	95
	83
	72
	△69
	△49％

	村木
	111
	115
	113
	100
	96
	98
	97
	△14
	△13％

	住吉
	122
	149
	150
	144
	149
	152
	155
	33
	27％

	上中島
	75
	76
	74
	70
	67
	65
	64
	△11
	△15％

	松倉
	58
	53
	55
	58
	58
	55
	49
	△9
	△16％

	坪野
	13
	13
	14
	13
	13
	12
	10
	△3
	△23％

	上野方
	165
	157
	160
	157
	147
	137
	118
	△47
	△28％

	本江
	408
	422
	424
	440
	425
	427
	436
	28
	7％

	片貝
	69
	66
	67
	64
	60
	54
	46
	△23
	△33％

	吉島
	559
	546
	555
	557
	536
	516
	541
	△18
	△3％

	道下
	351
	347
	365
	353
	353
	368
	345
	△6
	△2％

	経田
	262
	253
	253
	245
	228
	214
	202
	△60
	△23％

	西布施
	64
	58
	49
	52
	51
	50
	49
	△15
	△23％

	合計
	2,398
	2,385
	2,395
	2,361
	2,278
	2,231
	2,184
	△214
	△9％
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（1）減少が見込まれる小学校

今後とも児童数の減少が見込まれる主な小学校としては、

・大町小学校　　141名　→　 72名　　△69名（△49％）

・片貝小学校　   69名　→　 46名　　△23名（△33％）
・上野方小学校　165名　→　118名　　△47名（△28％）

・経田小学校　　262名　→　202名　　△60名（△23％）

・西布施小学校　 64名　→　 49名　　△15名（△23％）

となっています。

（2）増加が見込まれる小学校

今後児童数の増加が見込まれる主な小学校としては、

・住吉小学校　　122名　→　155名　　　33名（27％）

・本江小学校　　408名　→　436名　　　28名（7％）
となっています。

２　今後の生徒数の推移（平成21年度～平成27年度）
今後６年間の中学校の生徒数を現在の住民登録を基に予測すると、市全体で見れば、生徒数は多少増減するもののほぼ安定して推移します。

しかしながら、西部中学校ではゆるやかに減少傾向にあります。

平成21年5月現在（人）
	学校名
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度
	27年度
	減人数
	減割合

	西部中
	572
	548
	538
	535
	533
	551
	549
	△23
	△4％

	東部中
	650
	651
	645
	673
	690
	690
	669
	19
	3％

	合計
	1,222
	1,199
	1,183
	1,208
	1,223
	1,241
	1,218
	△4
	△0.3％
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３　人口ピラミッドから予測する将来的な児童・生徒数の推移

魚津市の今後６年間の児童生徒数を現在の住民登録を基に予測すると、児童数については、2,400名から10％程度減少、生徒数については1,200名程度で推移し、児童生徒数は徐々に減少する傾向となっています。しかし、これは第２次ベビーブーム世代が子育て期にあるからであり、この世代が子育てを終え始める10年後から急激に児童生徒数が減少しはじめ、魚津市の児童数は、その後約1,600名、生徒数は約800名にまで減少することが予想されます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年5月1日現在（人）
　　　　　　　　　　　　　　　
第４章　学校規模に係る諸問題

　　

学校規模の大小により、児童の学習面、生活面、学校運営等において、それぞれ長所、短所があります。小規模校では、児童一人ひとりの学習状況が把握しやすく、個に応じた指導を図ることができます。また、児童数が少ないため、個々の児童への理解が担任だけでなく多くの教員で共通認識しやすい環境にあるなど、小規模校だからこそできる教育上の利点もあります。

しかしながら、小規模校ではどうしても達成しにくい問題点も多くあります。児童生徒の生活・学習指導面や学校運営面から、学校規模に係る問題点についてまとめると次のようになります。

１　小規模校の問題点

（1）児童の学習面、指導面
・体育でのサッカー、バレーボール等の球技や、音楽での合唱、合奏など、学習そのものの成立が難しいことがある。
・学校行事における集団活動の活性化が難しい。

・話し合いの場やグループ学習では、学級人数が少ないため、意見の多様性に乏しく、学習内容の深まりや広がりが難しいことがある。
・多くの友達と協調性、連帯性を培い、向上心を育て、互いに切磋琢磨して伸びていくことが難しい。

（2）児童の生活面の問題

・児童の価値観が固定化され、多様なものの見方、考え方を学んだり、新しい人間関係を作り上げようとする機会が少なくなる。

・入学から卒業まで同じ学級集団で過ごすことになり、人間関係が固定化される。また、人間関係上の諸問題が発生した場合は、学級編成替えによる問題の解消が難しくなる。

（3）学校運営上の問題

・教員が少なくなり、指導計画、評価、教材研究等を全て個人作業で行うこととなる。また、共同研究が難しく、教員相互の連携や切磋琢磨する機会が少なくなる。
・無担任の教員がいないため、宿泊学習や校外学習等で引率者を十分確保できない。

・教員数が少ないため、緊急時において、対応できる職員数が少なく、十分な対応ができないことがある。
２　複式学級の問題点
（1）児童の学習面、指導面
・教師の直接的指導を受ける時間が不足し、児童は自学自習する必要がある。

・複式学級においては、同時に複数の学年を指導することになり教師にとって負担が大きい。

· 集団による学習ができない。
３　児童数が多い学校の問題点
（1）児童の学習面、指導面
・児童一人ひとりが授業で体験し、活躍する場が少ない。
・特別教室、体育館、運動場等の割り当てに余裕がない。
・教材、教具等の使用が十分できない。
・集団に埋没し、個性を発揮できない児童が出てしまうことがある。

・役割分担のない児童が生じやすく、行事等への参加意識が低下しやすい。

・人数が多いため、活動に時間がかかり、効率が悪いことがある。団体としてまとまりにくい。

４　魚津市における学校規模に係る問題点

　
魚津市における学校規模に係る問題点についてまとめると次のようになります。

（1）過小規模校は現在２校あり、複式学級編制を導入している。今後、西布施小学校でも複式学級の発生が予想される。

　

　（2）小規模校は現在８校あるが、学校によっては、今後、急激に児童数が減少することが予想される。

　（3）適正規模校は３校あるが、比較的児童数が多い学校においては、生徒指導に多くの労力が必要であるという問題が生じている。
第５章　小中学校の規模適正化に向けての基本方針
１　魚津市の目指す学校教育の姿

	魚津の未来を切り拓く、人間として調和のとれた児童・生徒を育てる学校教育


　２１世紀の魚津市を担う子どもたちを取り巻く環境は、社会の高度情報化、価値観の多様化、少子高齢化など複雑な様相を見せています。

　このような社会情勢の中、本市の学校教育では、豊かな自然環境や教育資源などの地域性を生かした特色ある教育を創造し、知・徳・体の調和のとれた教育を進め、他人と協調しつつ自律的に社会生活を送ることができる子どもたちを育てることを目指しています。

　子どもたちは、学校での集団生活を通して、協調や対立、共感や反発などの多様な人間関係を体験し学ぶことで社会性や集団性を培い、成長を遂げていくものです。そのためには、様々な考え方や経験を持っている友達との出会いが大切であり、互いに学び合い、高めあうなど切磋琢磨できる教育環境を整えることが必要です。また、教員と子どもの関係からみると、各学年に複数の学級があり、様々な個性をもつ多くの教員と触れ合うことができる環境は、子どもたちが持ち味やよさをより発揮し、潜在的な能力を伸ばしていくことにつながると考えられます。

　学校がもつこうした役割を十分に発揮するためには、適正な児童・生徒数や学級数を確保し、活力ある学校づくりを目指すことが必要です。
◇　基礎的・基本的な知識・技能の習得を図り、自ら学び自ら考える力のある子どもを育てます。

　　複数回のクラス替えによる新たな人間関係を通して、多様なものの見方や考え方に触れるとともに、グループ学習などによる思考の積み上げを図り、自分で課題を見付け、よりよく問題を解決するなどの、自ら学び自ら考える力を育みます。また、児童・生徒の興味・関心を生かし、個に応じた指導の充実に努め、確かな学力の育成を図ります。
◇　心の教育を重視し、体験活動や人間的なふれあいを通して、豊かな人間性や社会性のある子どもを育てます。
　　様々な価値観や考え方をもつ友達と触れ合うことにより、正義感や倫理観、他人を思いやる心などの豊かな人間性を育てます。また、郷土の伝統や文化を受け止め、継承・発展させるとともに、好ましい人間関係を基礎に、集団や社会の一員として主体的によりよい生活を築こうとする社会性の育成を図ります。

◇　心身の調和的な発達を図り、たくましく生きるための健康や体力を維持・向上できる子どもを育てます。

　　体育の授業や部活動、学校行事などにおいて、児童・生徒が互いに刺激し合い、よい意味で競い合うことにより、クラス全体や学年の活力を引き出すとともに、たくましく生きるための基礎的な体力の向上を図ります。また、基本的な生活習慣を確立させるとともに、望ましい食習慣など健康的な生活習慣の形成に努めます。

◇　特色ある教育を展開し、生きる力を育む開かれた教育活動を行う学校をつくります。

　　教員の配置数を確保することにより、指導体制を充実し、教員一人一人の学校経営への参加意欲を高め、地域の教育資源や伝統、学習環境を生かした特色ある学校づくりを進めます。また、教育の成果を積極的に公開するとともに、その評価を学校運営に反映するなど、開かれた学校づくりを進めます。
２　適正規模についての基本的な考え方

　

（1）児童生徒の教育環境の充実

・学校は、多様な考え方を持つ児童生徒が出会い、その中で、協調性、社会性を培いながら、望ましい人間関係を築いていくことができる学校規模であること。　
・クラス替えを通じて、新たな人間関係が生じ、その過程を通して新しい成長の機会が得られる学校規模であること。
・学習や部活動、学校行事等において多様な選択肢を提供できる学校規模であること。
・学校への帰属意識や連帯感を維持できる学校規模であること。

（2）教員体制の充実
・小学校では、学年に複数の教員を配置できる学校規模であること。

・中学校では、主要５教科に複数の教員を配置できる学校規模であること。
（3）適切な学校運営
・緊急時や学級運営上問題が生じた場合に適切な支援体制を組むことができ、教員が児童生徒の指導に十分な時間を確保できる体制を組める学校規模であること。
・特別教室や体育館などの施設利用に制限を受けることなく、授業時間を適切に割り当てることが可能な学校規模であること。
３　魚津市における小中学校の適正規模

　　本市の目指す学校教育の姿を実現するため、上記の適正規模についての基本的な考え方を踏まえ、本市における学校の適正規模を次のとおりとします。

（小学校）

１学年複数学級を目指しますが、全学年単式学級の小学校（6学級）については、１学年の児童数が少なくても２５人程度の規模を目指す。

（中学校）

国の標準学級の規模である１学年４～６学級を適正規模とする。
４　魚津市における規模の適正化の基本方針
学校の規模の適正化には、一般的に、統廃合、特認校制度、通学区域の変更などが考えられます。魚津市における学校の適正規模を確保するため、次に示す基本的な考え方に基づき、小学校の規模の適正化を進めます。
中学校については、東西両中学校とも１学年５学級から６学級であり、適正規模の範囲内であるため適正化の検討は行わないこととします。
（1）複式学級編制となっている小学校については、原則、学校の統合について検討する。

　（2）小規模校において、児童数がさらに減少し、複式学級編制が続くようになる場合は、学校の統合について検討を行うものとする。

（3）小規模校において地区の合意が得られる場合は、複式学級編制にならなくても規模適正化について検討を行うものとする。

（4）学校の規模の適正化は、原則として隣接する地区との「統廃合」により進めるものとする。
（5）学校の規模の適正化にあたり、長期的に適正な学校規模を確保するとともに、全市的なバランスを考慮するものとする。
（6）当市は布施川、片貝川、角川、早月川を擁する特有な地形であることから、学校の規模の適正化にあたり、地理的・歴史的な地区の繋がりを考慮するものとする。

(7) 特認校制度については、特定の小学校を特認校に指定することに理解が得られなかったので導入しないこととし、通学指定校の弾力化で対応することとする。
第6章 　小学校の適正配置
魚津市における規模の適正化の基本方針に基づき、小学校の適正配置を、次により進めることとします。
１　松倉小学校と坪野小学校の統合

　複式学級となっている坪野小学校と松倉小学校を統合し、複式学級の解消を図ります。
（1）児童数の推移
　　松倉小学校では複式学級が１学級、坪野小学校では全ての学年が複式学級となっているが、統合により複式学級の解消を図る。
	学校名
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度
	27年度

	松倉小
	58
	53
	55
	58
	58
	55
	49

	坪野小
	13
	13
	14
	13
	13
	12
	10

	合　計
	71
	66
	69
	71
	71
	67
	59


（2）統合時期
　　平成２２年度末に坪野小学校を廃止し、平成２３年４月に松倉小学校に統合する。
（3）統合校の位置
　　松倉小学校は、校舎、体育館とも耐震性があり、統合後も教室数に不足がないため、統合校は松倉小学校とする。
２　天神地区と西布施地区による統合校の設置
　　　西布施小学校については、児童数の減少により平成２４年度から複式学級が発生し、以降ほとんどの学年で１０人を満たさない状態が続きます。吉島小学校では児童数が多く、生徒指導上の問題も生じています。天神地区と西布施地区による統合校を設置し適正化を図ります。

（1）児童数の推移
	学校名
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度
	27年度

	天神地区
	181
	179
	192
	182
	184
	171
	179

	西布施地区
	64
	58
	49
	52
	51
	50
	49

	合　計
	245
	237
	241
	234
	235
	221
	228


（2）統合時期

　　平成３０年度までを目標とする。
（3）統合校の位置

　　西布施小学校は、校舎の耐震化が必要であり、統合した場合、教室数も不足することが予想される。統合校の位置については、天神・西布施地内で今後、協議していくこととする。
３　児童数の推移を見定めて適正化を進める学校　
その他の学校については、地区の動向を見ながら適正化を進めていくこととします。平成２１年から平成２７年の間で児童数が２００名以上減少し、それ以降も児童数の減少が予想されます。とりわけ、平成３１年度以降、第２次ベビーブーム世代が４０歳代後半となり、急激に少子化が進行すると予想されます。地区の意見としては単独校として維持すべきという意見が多くありましたが、学校によっては単独校としての維持が難しくなると考えられます。平成２８年度以降の児童数の動向を見ながら、計画を見直し適正化を進めることとします。将来的な小学校の適正化の考え方は以下のようになります。
大町小学校・村木小学校
両校とも将来的に児童数が更に減少すると考えられる。地理的な条件から両校の統合に向け検討を進める。
住吉小学校・上中島小学校・松倉小学校
現在の児童数の推移に変化がなければ、上中島小、松倉小とも将来的に更に児童数が減少していくので、住吉小も含めた３校での統合に向け検討を進める。
片貝小学校
児童数の減少により、将来的に複式学級が発生すると予想されるので、吉島小学校との統合に向け検討を進める。

上野方小学校
児童数が減少し、将来的に小規模化が進むと考えられるので、本江小学校との統合に向け検討を進める。
経田小学校
将来的に児童数が減少し、１学年１学級となることが予想される。

道下小学校、吉島小学校、本江小学校
将来的に1学年２学級程度の規模となることが予想される。
４　計画の見直し
　今後、児童生徒数の変化、国等の制度改正による学級編制基準の改定、道路整備や宅地開発による住環境の変化などが予想されます。新たな情勢の変化に対応するため基本計画は概ね５年ごとに見直すこととします。
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